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外部卓話 

白神山地財団  

 理事長 渋谷拓弥 様 

 

家業はお茶屋です。父から引き継いで

２代目です。創業お茶屋は忙しくなる

ので、本日も朝から走り回っていまし

た。 

私は、白神山地にフォーカスしまして、

これからのまちづくりの原点は白神に

目を向けて進めるべきだと５年前から

感じています。 

本日はそんなお話をさせていただきま

す。 
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さて、まちづくりとは誰の仕事でしょ

うか？ 

今まで、そして今でも行政がやってお

ります。しかし、だんだん行政も大変

になってきており、まちづくりに市民

団体、つまり市民の協力が必要になっ

てきているという状況です。私は NPO

法人として活動しているのですが、行

政どういう違いがあるかというと、よ

り志がある、より専門的である、事業

性が高い、機敏であるというようなと

ころです。 

この特徴の異なるふたつが一緒になる

ことで、まちづくりの効果が大きくな

ると思います。 

私たちが、白神山地財団を設立したの

は、平成２４年２月２９日です。４年

に一回しかない設立記念日です。環白

神（白神山地を取り囲んでいるエリア）

の地域復興のシステムが白神財団です。

もっというと、お財布を持とうという

考え方です。我々が何か活動をしよう

というときに、お金の問題で続けてい

けなくなることが多い中、それを解消

する仕組みを作ろうということです。 

白神山地は 1993 年に日本で初めて世界

遺産に登録されました。今年 20 周年で

す。白神山地が世界遺産になった時に、

日本の世界遺産エリアが一気に広がり

ました。 

そして、この白神は自然の豊かさだけ

でなく、文化も持っているということ

を認識いたしました。実際に西目屋村

で発掘作業が行われ、縄文時代の人た

ちの生活があったということです。 

「里山」という言葉があります。この

里山という言葉は、世界でも日本とス

ウェーデンでしか使われていないくら

い貴重な言葉です。おととしの COP10

という名古屋で開かれた大会では、

「里山イニシアチブ」という宣言がさ

れています。自然と共生していくとい

うことをもっと世界中で共有していこ

うというものです。 

環白神は５つの市町村からなっていま

す。西目屋、深浦、鰺ヶ沢、八峰町、

藤里町これらが白神山地を有していま

す。弘前市は、西目屋の下流域なので、

行政区はもっていませんが、都市機能

の中心地なんですね。すごく広大な平

野なので、地図で見ても、弘前が白神

山地の中心であるというような地理的

な背景みたいなものを感じると思いま

す。 

白神はなんといっても「水」。東日本

大震災では、昨日まで農業をやってい

たような人たちが、突然畑がなくなっ

たりとか、やることがなくなってしま

うというような経験をして、私たちは

もう一度、自分たちの地域や日本の文

化を見直す時期にはいったのだと思い

ます。私自身は３・１２の日に結婚式

の披露宴の予定だったのですが、前の

日に停電になり、会場のホテルの方か

ら連絡いただいて、中止ということに

なり、ホテルの社員さんたちが受付を

作って延期のはがきを作って出してい

ただきました。 

白神財団といっても、自然保護をやっ

ている団体ではありません。完全に町

おこし村おこし、地域の活性化を行っ

ています。自然を豊かに保つのは当た

り前の話で、そのエリアに住んでいる

人たちが、生活できなくなったり、そ

の場を離れなければならなくなるなん
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て元も子もない話です。私たちはあえ

てまちづくりで白神にかかわると宣言

してきました。 

白神財団を作る際苦労したことといえ

ば、４年程前に構想を持って、白神と

いえばこの人っていう人たちのところ

に行って、「私は白神財団という仕組

みを作ればいいと思っています。協力

してくれませんか？」という話をする

と、「お前は白神山地をカネで売るの

か？」と門前払いをされていました。

もちろん、そんなつもりではなかった

ので、伝え方が悪いのかと反省しまし

た。それでも地道に３年くらい活動を

続けていると、その白神の第一人者た

ちの方とも少し打ち解けてきて、ある

日飲み会に呼ばれました。お酒も入っ

てしばらくしてから言われたのが、

「渋谷、お前の活動を３年間みてきた

けど、言ってることやってることは基

本的に我々と同じだ。だから、これか

ら我々はお前の支援者になる。」とい

うことでした。私は３年間の苦労が報

われた気がして涙を流しました。 

その翌日から白神財団を正式に立ち上

げる活動に入りました。弘前を含める

６つの環白神の市町村を回りました。

たった３日で組長を全員説得いたしま

した。 

白神財団だけでなく、地域づくりに必

要な要素は４つだと考えています。 

①地域資源経営：白神の価値を誰が共

有するのかということをまず考える。

今私たちがリサーチしている中では、

農山村と都市との交流の創造という部

分ではキリンビールさんやリクシルさ

ん住友林業さん JTB さんが企業から事

業の一環として寄付を協力していきた

いというものもあります。 

その中でも今、一番協力いただいてい

るのは日本コカ・コーラさんです。い

ろはすというお水が売れたらその売り

上げの一部を白神山地を守る活動に寄

付をしようと企業できめました。 

その寄付は我々の白神財団を経由して、

「がんばりすと」という地域活動に還

元していったり、その他の色々な団体

の活動に支援をしています。 

②オープンプラットフォーム：つなが

りを大事にすること。 

③里山：たとえば、マルシェも弘前マ

ルシェと言わないで、「白神マルシェ」

という風にして、もっと世界遺産のネ

ームバリューで事業展開していっては

どうかと提案しています。キッズキャ

ンパスという、子供たちの林間学校を

今年の冬も計画しております。 

④ソーシャルイノベーション：地域資

源を活用しながら地産地消型で災害に

強い自立型社会を作っていこうという

ものです。 

今年 20 周年は以下のような事業をたて

ました。まずは、白神の魚。これは、

弘前市内で白神山地の本当に美味しい

魚を食べられる仕組みを作ろうという

ものです。 

次に、観世界自然遺産サミット。 

そして、白神マルシェ。 

これらが今年の事業です。 

白神財団は、環白神というグローバル

な目線によって弘前というローカルな

場所の地域づくりをしていく。白神っ

て「神」という名前がついているよう

に、非常に神々しいイメージがあると

思います。白神山地というのは、森の

ことだけを私たちは指しているのでは
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なく、森の恵みをいただいて生活をし

ている地域全体を白神山地と呼んでい

ます。 

日本人の宿泊旅行の動機？ 

第三位は保養・休養 

第二位は旅先の美味しい食事 

第一位は非日常を感じる 

つまり、普段の生活から離れ、旅先に

しかないおいしいものを食べ、心身と

もにリフレッシュできるものが商品と

してあれば、お客様は必ずくるという

ことです。 

これは普通の商売でも一緒だと思って

いまして、観光とは非日常を提供する

こと。そもそも、観光は非日常の生活

文化体験なのです。 

弘前の将来を考えるにあたって、私は

観光、とくにブナだと考えています。

現在は桜祭りやりんごねぷたを売って

きていますが、例えばりんごは明治時

代とかに武士の産業として家の前に植

えていたところからで、200 年くらい

前からでしょうか？桜祭りはまだ 100

年です。では、白神山地は？ 

８０００年です。８０００年の歴史で

す。 

だから、桜やりんごを大事にするのも

もちろんいいと思うんですが、最先端

の目線で行ったら、今はブナを見ない

とダメかなと思います。 

例えば、１０年後くらいに街中にブナ

がパッとなっていて、駅前にブナ林が

あるとか、他の街とは全然違う風にな

りますよね。日常に非日常の演出がで

きます。まして、ブナの木陰をずっと

歩いて弘前城まで行けたとしたら、素

晴らしい景観が描けるのではないかと

思います。 

日本の人口、そして、青森県の人口は

どんどん減り、高齢化に向かっていま

す。しかし、世界の人口は増えてます。

そこから、ターゲットは世界の人とい

うことになります。勝ち残るというの

は「価値が残る」と考えてもいいんじ

ゃないかと思います。 

戦略なき戦術は必ず失敗します。戦略

とは地域の目指すべきゴールであり、

戦術は方法です。 

では、我々はどういうビジョンを描け

ばいいのか？ 

私たちが目指すまちづくりというのは、

白神の水が飲める町を作るということ。

その狙いは白神により接近した地域ら

しさ、リンゴや桜の時代からブナにも

っともっと原点回帰をしていくこと。

その考え方の中で今やっているのが、

ブナの街中緑化事業。ブナというのは

緑化木に入っていません。故にオンリ

ーワンになります。 

これを活かしていけばきっとおもしろ

いと思います。 

スイスが永世中立国としてブランド化

されているように、白神山地もブラン

ド化していくことが大切だと感じます。 

新聞記事にこんなことを書かれている

現状もあります。 

「沸く屋久島、細る白神」 

詳細に、何が書いてるのかというと、

世界遺産登録されてからの２０年間で、

屋久島には宿とかがすごく元気になっ

たり、屋久島を歩くルートがすごく整

備されて歩きやすく、「非日常」を簡

単に感じれるような整備がされてきて、

どんどん観光客が増えてきている。 

しかし、白神山地は、旅館を閉める人

が多くいますし、ガイドさんたちも少
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ない観光客を取り合ってケンカします。

こういう苦労があります。ここをみん

なで考えていくことなのではないかな

と思っています。 

最後に最近のこんな新聞記事をご紹介

しましたが、少しでもみなさんが白神

山地を考える時間になったなら幸いで

す。 

 

会長挨拶 吉田淑子副会長 

渋谷さん、今日は本当にありがとうご

ざいました。一番最初に名刺交換した

時に、お茶の話したはずだったのに、

お話聞いたら本当にお茶屋さんかなっ

て・・・？(笑)本当に幅広いご活躍で、

皆さんもそうだと思うのですが、色々

自分の立場に置き換えて共感できるこ

ともたくさんあったと思います。 

あと、裕介さんおめでとうございます。

ユンコさんもおめでとうございます。

上田さんも良かったですね。私のはお

めでたくないです(笑) 

みなさん、日々ちゃんと暮らしていき

ましょう(笑) 

ニコニコ報告 

山田順子会員：ゆーすけさん、ご結婚

おめでとうございます。幸せ分けてね。

4 月から医学部保健学科作業療法の教

授に内定しました。弘前とのお付き合

いはまだまだ続きます。  

上田勝会員：母が退院しました。道は

まだ遠いかもですが、ほほえみに復帰

させるまで頑張ってもらいます。  

吉田淑子会員：田中さん、ご結婚おめ

でとうございます。ユンコもおめでと

うございます。渋谷さんのお話楽しみ

にしています。  

木村由美会員：渋谷拓弥さんの卓話楽

しみに来ました。ようこそアップルロ

ータリークラブに。お仲間になれたら

最強ですね！！  

坂本大輔会員：渋谷さん、お忙しい中

ようこそいらっしゃいました。卓話楽

しみにしています。  

三浦順子会員：渋谷さん、スケールの

大きな・・でも生きていくのに大切な

ことを学びました。私に何ができるん

だろう・・じっくり考えます。ユンコ

おめでとうございます。ゆうすけさん、

おめでとうございます。  

福澤稔会員：今日の例会は、白神山地

財団理事長の渋谷拓弥さんをお迎えし、

講演を聞かせて頂くことを非常に楽し

みにしております。渋谷さん、よろし

くお願いいたします。  

宇野純子会員：渋谷さん、ようこそ！

田中さん入籍おめでとう。ユンコ＆淑

ちゃんおめでとう。おめでた続きで嬉

しいですね。  

 澁谷明広会員：福澤さん、ラインをア

ップルパイに誘っていただきありがと

うございました。１２月１日は黒石ロ

ータリーのそば打ち例会に参加してき

ます。楽しみです。  

吉澤葉子会員：渋谷さん、今日はお忙

しい中ありがとうございました。お話
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楽しみにしてきました。順子さん赤福

のおみやげカンゲキでーす！！  

岡本薫会員：田中裕介さん、ご結婚お

めでとうございます。末永くお幸せに。

ユンコさん、教授への昇進本当におめ

でとうございます。  

関場慶博会員：渋谷さん、ようこそ弘

前アップルクラブへ。お話を大変楽し

みにしています。  

田中裕介会員：遅ればせながら１１月

１７日に入籍しました。これからは夫

婦でよろしくお願いします。  

出席報告 

第 64 回例会            

出席者数 14 名          

出席率 48％           

修正出席率 55％ 

 

【メークアップ】          

11 月 14 日 

黒石 RC 

澁谷会員、三浦会員 

                               

■例会予定                

12 月 2 日（月）内部卓話 福澤稔会員 

12 月 9 日（月）内部卓話 澁谷明広会員 

＊同日 例会終了後定時総会を行います。 

12 月 16 日（月）E 例会（社会奉仕委員会） 

12 月 23 日（月）クリスマス例会 

12 月 30 日（月）休会 

10 月 21 日（月）E 例会（担当：米山委員

会） 


